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大分循環器病院広報誌
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副院長 循環器科主任部長
か しま よしふみ

鹿島 由史

このたび、2025年 5月より大ノ刀＼循環器病院へ移

籍して参りました。私は狭,齢症や心筋梗塞に対する

カテーテル治療を専門としており、30代前半でカ

テーテル治療の専門医となつてから約20年が経過

します。これまで欧米やアジアを中心に25ヵ 国100

都市以上から招聘され、技術指導や難治症例への治

療、講演などを行つてきました。特にCTO(慢性完全

閉塞病変)や高度石灰化病変という未だに治療困難

と言われている病変への治療を専門としています。

Rotablatorと いう特別な治療道具にあやかって、

世界中のintervendo∩ al Cardiologist(カ テーテ

ル治療の医師)からはROTAMONSTERと いう
ニックネームで呼ばれています。

◆回の大分県への移籍にあたっては、当院の秋満

院長の想いが大きく影響したと言えます。秋満院長

は九州を代表するカテーテル治療のエキスパート

であるため、以前から親交がありました。そして、大

分県、九州の悪者さんに日本で最高の医療を提供し

たいと常に強い想いを述べられていました。私はも

ともと九州出身でもあり、秋満院長の想いを実王見す

べく共に働くことを決めた次第です。また、当院に

は未来を描く若き力が集まつてきます。すでに優れ

た人材であることがほとんどですが、それぞれの個

性を活かしつつ最高レベルまで育て上げることも

重要な使命であると認識しております。

秋満院長が築かれた大ノ刀＼循環器病院も新病院移

転から10周年となり、九州を代表する循環器病院と

して倉」り上げてこられました。さらに当院の強みと

して、整形タホ科、消イヒ器内科、腎l蔵内科、麻酔科など

実は循環器疾悪の悪者さんと深く関与する診療科

を有していることにもあります。各診療科の先生方

から心強いサポートを得ながら、次の10年では世界

に侶を馳せる日本を代表する循環器病院にします。

また、当院でl動くスタッフそれぞれが、医療人とし

ての素8高らしい夢を描ける施設にします。

後半は日常臨床に関する話をしたいと思います。

日本人の最新の平均寿命は男性81歳、女性87歳で

すが、日常生活に支障なく過こせる期間を示す健康

寿命は男性72.5戚 、女性75,5歳 となつています。

人生100年時代と言われていますが、統計を見る限

り多くの日本人は人生85年、健康75年というのが

正しそうです。しかし、元気に90戚を超えるんがい

らつしゃるのも事実です。私の臨床経駁からは、違

伝的に長寿家系の方、早期から問題となる病気を見

つけ最適な治療を行われてきた方です。違伝は女[l何

ともし難い問題ですが、それでも病気を見つけ最適

な治療を行うことは可能です。特に心疾患は常に三

大死因に数えられ、その中でも虚血性心疾患(狭心
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症、心筋梗塞など)が多くを占めています。気になら

ないくらいの胸の症状は心l蔵の病気の初期症状で

あることが少なくありません。無症状であっても、

50歳以上、高血圧、糖尿病、脂質異常症、喫煙者、家族

歴、透析中、脳梗塞の鳳元往など、一つでも該当するも

のがあればすでに冠動脈1齢 l蔵を来養する血管)に動

脈硬イヒが始まっているかもしれません。私は基本的

に月躍日から水曜日の年前中に外来を担当してお

ります。気軽に受診していただければと思つており

ます。また、大ノ刀＼では就業されているタホ国人も多く

見かけます。実は東南アジアなどの皆さんは30繭代

でも,M疾患を発症されていることは珍しくありま

せん。雇用者の方で困られた場合は受診を割めてく

ださい。英語での診療が可能です。それ以タホの言語

の場合は通訳の方の同伴をお願いできるとスムー

ズです。また、すでに虚血性心疾患でいらつしやる

場合でも、治療難易度が高く最適な治療を受けられ

ない状況も少なくありません。現在通院中の主治医

の先生から私への受診を割められた場合は遠慮さ

れることなく来院してください。国内外でこうした

治療を依頼されてきた多くの経験を、大ノ刀＼県の皆様

に還元できることは大きな喜びです。大好きな大ノ刀＼

県へ移住できたことを喜んでおります。まずは多く

の県民の皆様のお役に立てる人材になるために、更

なる研鑽を積んでいきたいと思つております。

最後にこの場を信りて、私を暖かく迎えてくだ

さった大分大学循環器肉科の高橋教授、当院の秋満

院長をはじめ関係者の皆様に感謝申し上げます。

部 署 紹 介

【放射線部紹介】

私たち診療放射線技師は各装置を駆使し診断・

治療に有用な画像を提供しています。安全・安心

な検査を提供できるように知識・技術の向上と悪

者接遇面にも気を配るように取り組んでいます。

1)一般撮影

一般撮影ではフラツトパネ)レシステムにより低

線量で胸部・腹部・骨などの撮影が可能になり、ス

ループットも向上し検査時間短縮に繋がっていま

す。

2)透視検査

整形外科の関節腔造影検査、および術中透視を

おこなつています。

3)CT
64列マルチスライスCTで全身のCT検査をお
こなっています。冠動脈CT検査ではオ父査後の質
の高い画像構築を,M掛けています。腹部血箇造影

検査時にはCT撮像を併用して治療を支えていま
す。手術前に骨の3Dttl象を作成することもありま

す。近隣の施設からの依頼CTにも対応していま
す。

4)血管造影

当院での特徴的な検査の一つです。医師をはじ

め他のスタッフとともにチームの一員として検査

をサポートしています。循環器部門では、冠状動脈

造影法 (CAG)、 経皮的冠動脈形成術 (PCI)、 ペー

スメーカー植え込み術など。消イヒ器部門では、肝

細胞がん (HCC)について腹部血管造影検査など
をおこなつています。








